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は４館休館日。
はくにさき図書館のみ休館日。

２月29日（水）は資料整理のため休館です。
くにさき図書館は、２月28日（火）～３月
２日（金）が資料整理のため休館です。

図書館カレンダー 月2

問い合わせ

国見図書館　　  ☎0978-82-1585
くにさき図書館  ☎0978-72-3500
武蔵図書館　　  ☎0978-69-0946
安岐図書館　　  ☎0978-67-3551

国見図書館
おはなしひろば
１０日（金）　午前９時30分～ 熊毛幼稚園・保育所
１１日（土）　午前９時30分～ 国見図書館
２４日（金）　午前９時30分～ 竹田津幼稚園・保育所

くにさき図書館
おはなし会
１２日（日）　午前10時30分～
２５日（土）　午後２時～

武蔵図書館
おはなしのへや
　　８日（水）　午後３時30分～
　１８日（土）　午後３時～
　２２日（水）　午後３時30分～
３月３日（土）　午前10時30分～

移動図書館　吉広地区
　１６日（木）　午後１時30分～２時

安岐図書館
ひまわりのへや（おはなしと工作）
１１日（土）　午前10時30分～

おりがみパラダイス
２２日（水）　午前10時～

図書館行事のご案内

新 着 図 書 の ご案 内
国国 見見 図図 書書 館館

　起業のために会社を辞めた多岐川は、30年ぶりに祖父の村を訪
れる。そこはコンビニさえもない過疎・高齢化の進んだ限界集落
だった。他人の私生活に踏み込む村人たちに戸惑いながらも交流
するうちに、集落の農業経営を担うことになる。
　故郷を再生するため、老人、フリーター、ホステスなどかつて
の負け組たちと一緒に、現代の農業や地方集落が直面している課
題や抵抗勢力と闘いながら、限界集落を再生しようと奮闘する青
年のエンタテインメント小説です。

『限界集落株式会社』　                  黒野 伸一（著）

ささににくく きき 図図 書書 館館

　「ＡＰＧ分類体系」って、いったい何でしょう？
　これまで、植物の分類は、その植物の外見を基準にして行われ
ていました。これに対して、「ＡＰＧ分類体系」は、遺伝子情報
をもとに植物を分類する方法。外見を重視する方法に比べて、信
頼性が高く、進化の順序や植物同士の関係も明らかになるとのこ
とです。
　著者は、長い間県内の植物誌の編さんに携わり、研究を続けて
きた方です。２年ほど前にAPG分類体系の研究者と出会ったこと
をきっかけに、県内の2922種類の植物を分類し直しました。この
ように、新しい分類体系で地方の植物を分類した本は、全国的に
も珍しいそうです。植物に関心のある方は、ぜひご覧になってく
ださい。

『APG分類体系による大分県高等植物目録』  荒金 正憲（著）

武武 蔵蔵 図図 書書 館館

　表紙を見ると同じ時計台のイラスト。タイトルは「大きな時計
台　小さな時計台」。読み続けていくと、このタイトルの意味が
解かってきます。
　でも、その前に・・このお話は、明治38年に札幌時計台の前に
立ち「大人になったらこの時計をいじれるようになりたい」とい
う夢を持ち、叶え、守り続けてきた井上さんと、その跡を継いだ
息子さんの物語。しかし、時代の流れとともに時計台にも様々な
出来事が起こりました。それを近くで見守り続けた井上さん親
子。それに応えるかのように、時計台を後世に残そうと市民が動
き今に至るのです。
　この絵本は、子どもだけでなく修学旅行などで北海道で見たこ
とのある大人の方にも読んでもらいたい一冊です。

『大きな時計台 小さな時計台』　    川嶋 康男（作）

安安 岐岐 図図 書書 館館

　ある日の夕方、森へ散歩にでかけたぬいぐるみのくまくんは、
６ぴきのしろいねずみと出会いました。ねずみたちは迷子になっ
てしまったようです。このまま夜になったら、ねずみたちは森の
おそろしい動物たちに襲われてしまいます。「たすけて、たすけ
て！　ぼくたち食べられちゃう！」　ふくろう、きつね、ヘビと
次々に現れる動物たちに対して、くまくんはどんな機転をきかし
てねずみたちを助けるのでしょうか？
　丸くてふわふわの玉に変身するねずみたちの可愛さと、くまく
んのちょっとほうけた表情や森の動物たちの怖さが、迫力満点の
イラストで楽しめる読み聞かせにぴったりの絵本です。

『くまくんと６ぴきのしろいねずみ』　クリス・ウォーメル（作・絵）


